
すべての加入者・受給者が 
納得できる解決策を！ 

「ズサンな記録管理」 
をこえる 

　今年に入ってから年金事務処理ミスが発覚、
5000万件もの年金記録が誰のものかわからくなり、
その結果、年金をもらい損ねたり減額されたりして
いる事実が明らかにされました。何年も前から指摘
されながら解明を怠ってきた政府に対して国民の
怒りが強まるのは当然です。「消えた年金」は国民
には全く責任のない国のミスです。しかし政府は、
過去の保険料納付を年金加入者自らが立証して
申告しろという対応です。 

国が全責任を 
　もって解決を！ 
　ズサンな記録管理は政府の責任であり、保険料
を納めてきた国民に責任はありません。、年金記
録紛失被害にあった国民すべてを救済するため
に次の3点を早急に実施すべきです。 

社会保険庁解体 
　　　  民営化は 
　自民・公明政権は「5000万件」問題の最優先での解決が
求められているにもかかわらず社会保険庁を解体し、年金
業務を分割民営化する法案の成立をごり押ししようとして
います。「宙に浮いた5000万件の記録」の確認作業だけで
も2010年までかかると言いながら、2010年には社保庁を解
体するというのですから無茶としか言いようがありません。
国民の財産である年金を国が責任もって管理するのは当然
であり、その国としての責任が追及されている時に管理体制
を解体し、責任を放棄するなどもってのほかです。 
　社会保険庁解体を中止し、「5000万件」問題解決に国が
全責任をもってあたるべきです。 

「宙に浮いた年金」「消えた
記録」 
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全ての年金加入者が納得できる解決策を
示すこと。当面、全加入者、受給者に納付
記録を送付すること。 

記録証拠なしでも状況証拠で解決すること。 

社会保険庁解体を中止し、国が全責任を
もって、「5000万件」問題を最優先に解
決すること。 
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中止を！ 


